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い。David Halberstam, The Fifties, Fawsett 
Columbine Book, 1993.
6）産業革命後のイギリスにおける消費革命の展開
については興味ある研究がいくつもあるが，広
告業の発展に焦点を当てたものとして，荒井政
治『広告の社会経済史―イギリスの経験―』東
洋経済新報社，1994年，をあげておこう。
7）フランスにおける19世紀中葉以降の消費革命
の進展に関しては，それがまさに本家本元なの
で，極めて多くの興味ある業績が内外ともに生
まれているが，ここでは鹿島茂『怪帝ナポレオ
ン3世』講談社，2004年，同『デパートを発明
した夫婦』講談社現代新書，1991年，北山晴一
『おしゃれの社会史』朝日選書，1991年，をあ
げておこう。
8）20世紀に入ってからのファッションの大衆化
過程に関しても多くの業績で溢れかえっている
が，ここでは通史的に描いたロザリンド・H．ウィ
リアムズ『夢の消費革命』工作舎，1996年，柏
木博『ファッションの20世紀』NHKブックス，
1998年，成美弘至『20世紀ファッションの文
化史』河出書房新社，2007年，をあげておこう。
9）1962年に時のケネディ大統領は消費者保護特別
教書で安全を求める権利，知らされる権利，選
ぶ権利，意見を聞いてもらう権利の，消費者の
四つの権利を提唱し，現在では国際消費者機関
（CI）がそれを八つの権利に拡大して提唱して
いる。
10）体制的従属国に関しては関下稔『多国籍企業の
海外子会社と企業間提携』文眞堂，2006年，同
「21世紀のグランドデザインを考える―「帝国」
と「マルチチュード」から見えるもの―（1）」
『立命館国際研究』19巻2号，2006年10月，同
「グローバリゼーションの現在形― 21世紀を展
望する―」『名古屋学院大学論集　社会科学篇』
第45巻1号，2008年4月参照。筆者が第二次大
戦後のアメリカによる「体制的従属国」として
特に注目しているのは，南アフリカ，サウジア
モノによる支配からイメージによる支配への旋回
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ラビア，イスラエル，そして日本等であるが，
とりわけ日本の象徴天皇制に関してはかつての
アメリカによるハワイ併合やイランのパーレビ
王制の確立との類似性を意識している。
11）ニューモノポリーの概念は関下稔『現代多国籍
企業のグローバル構造―国際直接投資・企業内
貿易・子会社利益の再投資―』文眞堂，2002
年，で提起した。
12）ジェレミー・リフキン『エイジ・オブ・アクセ
ス』渡辺康雄訳，集英社，2001年。
13）それに関しては関下稔「21世紀のグランドデザ
インを考える―「帝国」と「マルチチュード」
から見えるもの―（1）」前掲，において，詳し
く論じた。
14）この点でマイケル・B・ブラウン『アフリカの
選択―世界銀行と IMFの構造調整計画を検証し
提言する』塩出美和子・佐倉洋訳，柘植書房新
社，1999年，は大きな示唆を与えてくれる。
15）グローバル原蓄の概念は関下稔『多国籍企業の
海外子会社と企業間提携』前掲，で提起した。
16）グッドウィルに新しい命を吹き込むことは関下
稔『現代多国籍企業のグローバル構造』前掲，
において試み，さらに『多国籍企業の海外子会
社と企業間提携』前掲，において敷衍した。
17）新しい知識階級に関する論議はまだ端緒につ
いたばかりであり，検討すべきことが多い。実
体面での分析はアラン・バートン＝ジョーンズ
『知識資本主義』野中郁次郎監訳，日本経済新
聞社，2001年が面白いが，リチャード・フロリ
ダの二冊の本，『クリエイティブ・クラスの世
紀』井口典夫訳，ダイヤモンド社，2007年，同
『クリエイティブ資本論』井口典夫訳，2008年，
はいずれも大いに問題を抱えている。
18）シャネルに関しては多くの本で紹介されてい
るが，山口昌子『シャネルの真実』人文書院，
2002年，が伝記的に生涯を跡づけている。ま
た成美弘至『21世紀ファッションの文化史』前
掲，はその役割を簡潔に論じている。
19）ルイ・ヴィトンのマルチブランド戦略の成功を
礼賛する論調が多いが，最大のルイ・ヴィトン
王国日本での企業展開の過程を述懐した秦郷治
郎『私的ブランド論』日経ビジネス文庫，2006
年，はその内実を語っていて興味深い。
20）（ブランド）「固有価値」に関しては関下稔「余
暇の拡大と多国籍レジャーサービス企業の台
頭」，関下，板木，中川編『サービス多国籍企
業とアジア経済』第12章，ナカニシヤ出版，
2006年，において提起し，論じている。
21）ジョセフ・ナイ jr『不滅の大国アメリカ』久保
伸太郎訳，読売新聞社，1990年，同『アメリカ
への警告』山岡洋一訳，日本経済新聞社，2002
年。
22）『朝日新聞』2007年12月5日。
23）エドワード・J・エプスタイン『ビッグ・ピク
チャー―ハリウッドを動かす金と権力の新論理
―』塩谷紘訳，早川書房，2006年，455頁。
24）アルビン・トフラー『パワーシフト』上・下，
徳山二郎訳，中公文庫，1993年。なお最近
の『冨の未来』上・下，山岡洋一訳，講談社，
2006年，では冨の三要素として時間，空間，知
識をあげて，その発展を試みている。
25）「経済の文化化」と「文化の経済化」という言
葉はフレデリック・ジェイムソンからの借用で
ある。それを基に筆者流に解釈し直して使って
いる。フレデリック・ジェイムソン「哲学的争
点としてのグローバリゼーションについての
ノート」，『現代思想』2003年6月臨時増刊号，
150頁。
26）ハリウッドの巨大スタジオとテレビネットワー
クの結合に関しては，エプスタインの『ビッグ・
ピクチャー』前出，でも展開されているが，
辛坊治郎『TVメディアの興亡』集英社新書，
2000年は，それをテレビ業界側から見ていて，
興味深い。
27）ピエール・ブルデューは経済学でいう資本の概
念を拡張して，比喩的な意味合いでこの言葉を
使い，「文化資本」と「社会関係資本」をその主
要な形態としてあげている。特に前者は社会生
活において一種の資本として機能する文化的要
素を表していて，知識，教養，趣味，感性，技
能をその内容としており，無形の蓄積物として
各自が動員できるものを指している。また文化
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名古屋学院大学論集
資本を身体化，客体化，制度化の三形態に分け
て，それぞれの内容を細かく説明している。詳
細は石井洋二郎『差異と欲望―ブルデュ 『ーディ
スタンクシオン』を読む―』藤原書店，1993
年，第1章参照。レギュラシオン理論はこのブ
ルデューの中心的な概念である「ハビトゥス」
と結びつけ，それが「象徴資本」あるいは「文
化資本」を形成し，それを媒介にして蓄積体制
の構築に寄与すると考える。このようにして，
象徴資本の概念を政治経済学の中に取り込も
うとした。詳細は斉藤日出治「ブルデューとレ
ギュラシオン派経済学」宮島喬，石井洋二郎編
『文化の権力―反射するブルデュー』藤原書店，
2003年，所収，参照。象徴財や象徴資本という
用語法はしたがってピエール・ブルデューに起
源を持つが，その内容も意図も著者のそれとは
異なるので，その使用法に縛られず，自己流に
解釈してここでは使用している。ブルデューの
オリジナルな著作は『ディスタンクシオンⅠ・
Ⅱ』石井洋二郎訳，藤原書店，1990年，同『構
造と実践』石崎晴巳訳，藤原書店，1991年，同
『資本主義のハビトゥス』原山哲訳，藤原書店，
1993年，参照。
